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経済学部

学長：川波洋一
KAWANAMI Yoichi
金融論
任期：2016.4～ 2022.3

下関市立大学  Shimonoseki City University

Ｍ

所在地 〒751-8510 山口県下関市大学町2-1-1
交通 JR幡生駅から徒歩20分
TEL 083-252-0288　FAX　083-252-8099
設置者 公立大学法人下関市立大学（下関市）
開学年 1962年　（法人設立年 2007年）
学生定員 1,860名   教員数  60名   職員数  44名

HISTORY & MISSION
　下関市立大学は、1956年に地元の勤労青年有志の発案
によって設立された夜間短期大学「下関商業短期大学」を
起源として、1962年に開学しました。その後、1983年
に国際商学科を、2000年に大学院経済学研究科修士課程
を、2011年には公共マネジメント学科を開設しました。
　また、2007年に公立大学法人下関市立大学となり、主
に教育研究に携わる組織と、主に経営に携わる組織の2つ
をバランスよく連携させ、社会の要請や学生のニーズに迅
速に対応しうる新たな運営体制の下、地域との信頼関係を
一層強めていく大学を目指しています。

PROFILE
●教育と研究の一体性に基づく新たな知の創造：教育と研
究の一体性を堅持し、教員の教育・研究能力と学生の「学

学生の「学ぶ力」を高め、国際社会への理解を深める
ぶ力」をともに高めて、新たな知の創造に努めます。
●広く世界に目を向けた教育と研究：地の利を活かして、東
アジアを中心に国際社会における人々の交流と共生のあ
り方への理解を深め、新たな展望を切りひらくことを目指
します。
●市民の生涯学習への対応などのために、大学の知的資源
を積極的に開放し、市民を交えた知の交流と創造の場と
して、地域社会の知的センターとなることを目指します。

TOPICS
　2020年度にリカレント教育センターを設置し、社会人
や市民が生涯教育プログラムを受講しやすい環境を整備
しました。また、2021年度に特別支援教育の専門家を
養成する特別専攻科を設置しました。

工学部

学長：望月正隆
MOCHIZUKI Masataka
有機化学
任期：2020.4～ 2024.3

山陽小野田市立山口東京理科大学
所在地 〒756-0884 山口県山陽小野田市大学通1-1-1
交通 JR雀田駅から徒歩5分
TEL 0836-88-3500　FAX　0836-88-3400
設置者 公立大学法人山陽小野田市立山口東京理科大学（山陽小野田市）
開学年 1995年　（法人設立年 2016年）
学生定員 1,559名   教員数  107名   職員数  45名

HISTORY & MISSION
　1881年、山口県萩出身で松下村塾門下生の中村精男
は、有志と共に東京理科大学の前身、東京物理学講習所を
創設しました。時を経て 1995年、東京理科大学のルーツ
ともいえる山口県に、公私協力方式で開学したのが山口東
京理科大学です。2016年 4月から公立大学法人に移行し、
2018年 4月、山口県で初となる薬学部を開設。工学部と
薬学部が一つのキャンパスで学ぶ「公立薬工系大学」として、
地方創生に貢献します。

PROFILE
【工学部】
●機械工学科：機械制御工学、ロボティクス・メカトロニク
ス、設計等を専門とした教育研究を行います。
●電気工学科：電気工学、電子工学、コンピュータ・情報

科学を専門とした教育研究を行います。
●応用化学科：有機化学、無機化学、物理化学を基軸に、
物質と環境に視点をおいた教育研究を行います。

【薬学部】
●薬学科：医療・臨床薬学、創薬科学、社会健康薬学の領
域で活躍できる、質の高い薬学教育を行います。

TOPICS
　2020年11月に本学、山陽小野田市、同市教育委員会、
市内高等学校と「包括連携教育・協力に関する協定」を締結
し高大接続教育に注力しています。子どもから大人まで生
涯に亘るあらゆる学習機会の提供、市民オープンキャンパ
スの開催など大学をより身近に感じる企画などの取組を積
極的に行い、「緑の中でキラリと光る研究学園都市　山陽小
野田市」を目指して推進します。
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  Sanyo-Onoda City University
薬学部

公立薬工系大学として地域のキーパーソンを育成


